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	応用
	抗原情報
	背景
	オートファジーマーカーである軽鎖3（LC3）は、当初は微小管関連タンパク質1Aおよび1B（MAP1LC3と命名）のサブユニットとして同定され、その後、オートファジーに重要な酵母タンパク質Apg8/Aut7/Cvt5との相同性を持つことが明らかになりました。ヒトLC3には3つのアイソフォーム（LC3A、LC3B、LC3C）があり、オートファジー中に翻訳後修飾を受けます。LC3は合成直後にカルボキシ末端で切断され、細胞質LC3-I型となります。
	研究分野
	シグナル伝達
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	LC3A 抗体を使用した 3T3、マウス心臓、マウス脳溶解物中の LC3A のウエスタンブロット分析。
	

	LC3A 抗体を使用した、K562、ラット脳、Hela 溶解物中の LC3A のウエスタン ブロット分析。
	

	LC3A抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

